平成２９年２月２日

吹田市介護予防・日常生活支援総合事業の請求等に関する説明会資料

吹田市高齢者安心・自信サポート事業サービスコードについて
１　平成29年4月1日以降に要支援認定を受けた人、または基本チェックリストの実施により事業対象者となった人

　サポート事業による訪問型サービス・通所型サービスを利用します。
　請求時のサービスコードはサポート事業費のものを使用します。
（１）訪問型サービス

ア　平成27年3月31日までに介護予防事業者の指定を受けた事業者については、市区町村を問わず、現行相当サービスを提供できます。（みなし指定）サービスコードについては、サービスコード表のA1（訪問型現行相当サービス）から始まるものを使用してください。

イ　平成27年4月1日以降に介護予防事業者の指定を受けた事業者については、吹田市の指定を受けていただき、現行相当サービスを提供できます。サービスコードについては、サービスコード表のA2（訪問型現行相当サービス）から始まるものを使用してください。

（２）通所型サービス

吹田市が他市町村とは異なるサービスコードＡ6(通所型現行相当サービス)を使用するため、全ての通所の事業が吹田市の指定を受けていただき、現行相当サービスを提供できます。
【サービスコード】
	
	事業所の種類
	サービスコード

	訪問型サービス
	みなし指定の事業所(平成２７年3月3１日までに介護予防訪問介護の指定を受けた事業所)
	Ａ1


	
	新たな指定を受けた事業所(平成２７年４月１日以降に介護予防訪問介護の指定を受けた事業所)
	Ａ2


	通所型サービス
	総合事業を行う事業所(新たな指定が必要)
	Ａ6



※サービスコード表には１回算定のコードがありますが、吹田市では使用しません。
２　要支援認定の認定有効期間開始日が平成29年3月31日以前の人
従来の介護予防訪問介護・通所介護を利用します。
請求時のサービスコードは介護予防支援費のものを使用します。[image: image1][image: image2][image: image3][image: image4]
